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7/30（日）
内覧会も多くの方
が参加されました。

組合員と職員・地域の皆さんで作り上げてきた老健みぬまの増築棟が完成しま

した。この度、7月30日（日）、老人保健施設みぬま新棟竣工式・祝賀会を行いました。

合わせて、増築棟に利用者さんを受け入れる前の、最後の内覧会も開催しました。

竣工式には、地域包括支援センター・町会などのご来賓58名とボランティア15名、

組合員5名、職員22名が参加し、テープカットとご祝辞・ご挨拶を頂きました。オープ

ニングの和太鼓は迫力満点でした！

模様替えをした祝賀会では、さらに29名の組合員を加え、盛大に行われました。

乾杯・ご挨拶のあと、食養部門特製のデザートがふるまわれる中、皆さまからの温か

い拍手を得て、新入職員の決意表明もありました。

内覧会には、昨年11月26日、近々の5月27日に訪問行動でお知らせしていたから

か、とても多くの方のご参加がありました。時間を過ぎても組合員がお越しになったり、

ご家族で内覧に参加される方もおられました。

老健みぬまが建設されて18年。これまで地域と組合員に支えられ、職員は利用

者本位で生活をサポートしてきた、老健みぬまの新たなスタートとなりました。引き続

き皆さまのご支援をお願い致します。

老人保健施設みぬま 新棟
竣工式・祝賀会を行いました。

竣工式のようす

2017年8月1日
老人保健施設みぬま建設委員会 作成

増資も8件
￥32,000ありました。

内覧会には続々と参加者が！ 

祝
賀
会
に
て
大
野
理

事
の
か
ん
ぱ
～
い
♪ 

稲
村
先
生
か
ら
の 

祝
辞
！ 

神
谷
施
設
長
の 

挨
拶 

磯
崎
理
事
の
閉
会 

 
 

挨
拶 

花
か
ご
の
会
会
長 

松
村
さ
ん
か
ら
み
ぬ
ま
へ

の
熱
い
期
待 

花かごの会のみなさん 

職員みんなで、頑張るぞ～ 
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7月19日に新棟2階の食堂機能訓練室にてケアマネ懇談会を開催しました。 

当日は３１事業所、47名のケアマネージャーが集まり、新しくなったみぬまへの

期待が高いことを実感しました。 

懇談会では8月1日よりオープンする新館（2階20床、3階2ユニット20床）を内

覧していただき、実際にケアを担当する介護職、リハビリスタッフから具体的なケア

の内容を紹介させていただきました。 

介護職からは個別ケアや認知症のケアをより一層充実させて、利用者様が毎日笑顔

で生活できるようご支援していくことが話されました。リハビリからは在宅復帰に向

けて他職種が関わり、日常生活の中で活動量を増やしたり、栄養面をアップするこ

と、他利用者様との交流がリハビリにつながっているということが話され、実際にみ

ぬま入所を利用したことで趣味活動を再開できるまでに回復された方がいたことが報

告されました。 

 ついに新棟オープンを迎えました！利用者様、ご家族、地域の皆様の期待に応えら

れるよう、職員一同気持ちを新たに頑張っていきたいと思います！ 

                          支援相談員 小林美沙 

7月7日はおやつに七夕ｾﾞﾘｰを提供しました。 

さっぱりヨーグルトムースを土台に涼しげなブ

ルーハワイのジュレをかけ 

織姫、彦星に見立てた星型みかんｾﾞﾘｰをふたつ添

えました。 

暑い日が続く中、涼の気分を味わっていただけた

のではないかと思います。 

8月からは行事食の提供も再開します。 

どうぞご期待ください。  調理師 左居飛鳥 

七月七日に、二階療養棟では七夕行事を行いました。七夕の日に因んで前週

から笹の飾りつけや短冊に願い事を記入してフロアに飾りました。当日は、

協同病院の紙芝居ボランティアに依頼し、二本の紙芝居の朗読、手指体操

と、マジックを披露してもらいました。おやつは食養と相談協力し、普段は

あまり食べる機会のないアイスクリームを、利用者様の目の前で盛って、お

好きなソースを選んでかけてもらうという企画を実施しました。 

行事を三段階にしたことで、ワクワクできたとのお声をいただきましたが、

何よりも大好きなアイスクリームを食べれたことに「またやってほしい」

「もっと企画をたくさんしてほしい」とうれしい声が聞かれました。普段お

やつを召し上がらない方も、お替りが欲しいと言ったり、嚥下の問題でとろ

みを使用していたり、食形態に制限がある方も言語聴覚士や看護師の協力で

食することができ、素晴らしい笑顔を見ることができました。 

たまの楽しみとして、普段は提供できない「特別」を

様々な職種で協力し合い、贈ることで日常にハリがで

たり、明日への糧につなげることができたらいいなと

思います。       

                               

  二階療養棟 行事担当 藤原真琴 


